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経済学研究 49-3

北海道大学 1999.12

地方都市聞の開発と労働市場
一一スラパヤ都市圏の事例分析一一

宮本謙介

はじめに

筆者は，これまでインドネシアのジャカルタ

首都圏を中心に， 1990年代の労働市場の変動を

分析課題とし，いくつかのカテゴリーの異なる

企業・職種の労働市場について調査研究を実施

してきた九フォーマル部門では，首都圏の大

手日系企業の労働市場，拡大首都圏の日系中小

企業の労働市場，若年女性が参入する労働集約

型企業の労働市場など，インフォーマル部門で

は，環流型出稼ぎ労働を主体とする各種の雑業

的労働市場について事例分析を重ねている。こ

れまでの分析結果の要点を示せば，およそ以下

のようになる。

労働市場の最上位に位置する首都圏の日系大

手企業では，学歴と技能形成による内部労働市

場の分節化を伴いながら，労働者世帯を主たる

給源階層とする基幹的労働者群が形成されつつ

ある。一方，バンドンを事例とする首都圏周辺

1 )拙稿「ジャカルタ首都圏の労働市場と日系企業」小

林英夫(他編)r現代アジアの産業発展と国際分業』
ミネルヴァ書房， 1997年，所収。同「開発と都市労

働市場ージャカルタ拡大首都圏の事例分析ーJr経
済学研究J(北海道大学)第47巻第 2号， 1997年 9
月。同「開発と女性労働ーインドネシアの事例分析」

『経済学研究J(北海道大学)第48巻第3号， 1999年
1月など。

なお，小論では，スラパヤ都市圏開発に関する行

政当局の政策的変遷には言及していない。スラパヤ

の県庁および地方統計局で渉猟したが，関係資料は

入手できなかった。関係者との交渉でも，開発プラ

ンそのものの存否すら明らかではなかった。

都市の日系中小企業では，地元農村出身者を主

要な供給階層として，下層世帯まで含めた幅広

い層が上位の労働市場に参入しうるという点で，

労働市場の階層性は首都圏ほど明瞭ではなかっ

た。また，同じフォーマル部門の労働市場でも，

地方農村の若年女性を主な給源とする労働集約

部門は，職務上の性別分業を前提とするものの，

女性労働者の位階性がほとんど存在しない不熟

練単純労働の市場であり，分厚く堆積する不安

定就業階層の構成部分となっている。これに対

して，都市労働市場の下位に位置するインフォー

マル部門の雑業的労働市場は，都市不安定就業

階層の主力部隊が参入する底辺市場を構成する。

その圧倒的多数が下層農家・農村雑業層から輩

出された農村過剰人口であり，低学歴と熟練形

成の欠如ゆえに上位の労働市場に移動すること

は極めて困難である。その主力である環流型出

稼ぎ労働は，都市での就労に際して農村の人的

ネットワークに強く依存しているため，参入し

うる労働市場は限定される。このように，首都

圏を中心とする都市労働市場では，最上位の高

学歴労働者群の労働市場と，その下位にはフォー

マル部門・インフォーマル部門の両者に跨って

分厚く堆積する不安定就業階層の労働市場が重

層化し，これに対応した労働力の序列化が顕著

となっている。

小論では， 1990年代に入って首都圏に劣らず

開発の著しい地方都市圏を取り上げ，事例分析

を通して地方都市の労働市場の動態を検討する。

調査対象は，インドネシア第二の地方都市であ

る東部ジャワ州の州都スラパヤおよびその都市
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民 1 インドネシア，ジャワ，スマトラ都市霞
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/ 東部ジャワ

圏であり，綱斎は1997年 7-8月に実施したも

のである〈題 l

I スラパヤおよびスラパヤ都市額の開発

1 スラパヤ経済の{立揺

インドネシアの主要首都の人口規摸を比較す

ると， ジャカノレタの信産性は位の東南アジ

アの首都ほど顕著ではないことが分かる九1990

年人口センサスでは，ジャカルタ822万人に対

して，バンドン335万人，スラパヤ247万人，ボ

ゴ-)レ220五、人，メダン173万人，スマラン139

万人と続いている(~寸恋れも市部人口のみ〉。

2)ジャカノレタ首都閣の労働市場研究め動向については，

拙芸高 fジャカルタ首都題研究o護志向と課題H出綴務
『アジアの大都市[2 ]ジャカルタJIB本評論社，
1999年3Fi. 所収， 委譲番目視。

〈込山

首都人口は，第2位の都市の2.5f告，第 3伶の

都市の3.3慢に過ぎない(ちなみにタイの

バンコクの588万人は第2位都市ナコンラチャ

シマ28万人の21傍 1990年)。

地方都市が相対的に大きな人口規模を抱える

ようになったのは，植民地時代，とりわけ19設

紀半ば以降のオランダによる本格的な植民地税

(農産物器発〉に起因しているG パタ

ヴィア(現ジャカルタ〉が植民地行政の言号令患

の役割iこ詩北したのと対察部に， ジャワの砂糖

生産が中・東部で本格化すると，スラパヤがそ

の集散地・輸出基地として成長した。スマトラ

北東部のタバコ・ゴム生産室地帯の拠点、はメダン

であった。その他，パンドン，スマランなども，

植民地壌の護村開発とともにその規模ぞ拡大し

た。人D規模でみると，最大の地方都市であっ

たスラパヤは， 19世紀後半-20埜紀初頭の一時

嘉，パタヴィアを凌駕していたほどである。
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それゆえ， ジャカルタおよびその近隣諸県を

ふくめた首都圏(ジヤボタベック)への人口集

中=首座都市化は，戦後，それも1970年代以降

の開発工業化の時代に漸く始まったとされてい

る。 1980年代半ば以降の10年間，確かにジャカ

ルタ首都圏の成長は顕著であった。ところが，

近年の急激な規制緩和に伴う内外の投資ラッ、ンュ

と企業進出は， ジャカルタ首都圏のみではもは

や吸収しきれなくなってきた。バンドン，スラ

パヤ，メダン，パタムなどの地方工業地帯(有

力工業団地を含む)の開発が， 1990年代に入っ

て再び急展開しているのである。企業が地方都

市に進出する際に懸念していた電力の安定的供

給，高速道路網，港湾施設などのインフラ整備

の問題が克服され，開発の条件が整いつつある

ことが重要である。その条件さえ整えば，労働

力賃金と地価の水準が首都圏に比して格段に低

位であることは，企業にとって地方進出の大き

な誘因となる。先端機器による情報ネットワー

クが利用できれば，地方立地がそれほど大きな

デメリットにはならない時代である。これらの

点が，地方の開発工業化を促している要因と言

えよう。インドネシアの工業化の歴史では，ジヤ

ボタベックの集中的開発と労働市場の急拡大が

注目されてきたが，少なくとも1990年代以降は，

地方工業地帯の展開とともに，地方都市圏の労

働市場の動態分析もこの国の労働力編成を見る

うえで看過できない課題となっている。

ところで，スラパヤを中心とする東部ジャワ

の港湾都市は，歴史的に見ても東南アジア島興

部における海運の要衝として発展してきた。古

くは大航海時代からマラッカ海峡を経由する外

国商品やモルッカ諸島産の香辛料の中継基地と

なり，また植民地都市パタヴィアや東インドネ

シア群島に農産物(米を中心とする〉を供給す

る食糧基地でもあった。 19世紀に入ってオラン

ダ植民地政庁が，後背地の肥沃な水田地帯を糖

業モノカルチュアとして開発すると，スラパヤ

が砂糖の集荷・加工・輸出の拠点都市となった。

このような国際貿易や島唄間商業に呆たすスラ

パヤの役割はこんにちでも基本的に変わらな

い九ちなみに1995年の中央統計局データ(最

新版)でみると，港別の輸出額ではジャカルタ

のタンジュンプリオク港の128億ドル(全輸出

額454億ドルの28.2%) に次いで， スラパヤ港

は第2位の35億ドル (7.7%) に達している 4)

(第3位=北部スマトラのブラワン港:27億ド

ル:5.9%，第4位=東部カリマンタンのボン

タン港:22億ドル:4.8%，第 5位=南部スマ

トラのパレンパン港:8億ドル:1.8%)。また

国内島幌間では，カリマンタン，スラウェシ，

パリ，マルク，ヌサトゥンガラなどの群島東部

との海上交易で，スラパヤ港はタンジュンプリ

オク港に劣らぬ輸送量を担っている。

スラパヤ都市圏の成長を象徴するかのように，

現地ではジャカルタ首都圏のジャボタベック

(Jabotabek，主karta 恒gor-Tangerang 

BekasDに対抗して，耳慣れないグランクルト

スシド (Gerangkertosusido，Gresik -B担豆-

kalan -Mojokerto-Surabaya -Sidoarjo，下

線部分を繋いだ造語)という呼称まで使われ始

めた。スラパヤを中心lこ近隣4県(グレシック，

バンカラン[マドゥラ島]，モジョクルト， シド

アルジョ)を包摂した都市圏の開発工業化が狙

いである。ただし，筆者の調査では，マドゥラ

島西部のバンカラン県はまだほとんど開発が進

展しておらず，現時点 0997年)でスラパヤ都

市圏の一部に包含するのは適切ではないと考え

られる。したがって，小論で言うスラパヤ都市

圏は，スラパヤ県を中心にグレシック県，モジョ

クルト県， シドアルジョ県の隣接3県の範囲を

指すものとしたい。

さて，スラパヤ都市圏の経済統計データをみ

る前に，表1によってジャカルタ首都圏との対

3) Dick， H.， "The Economic Role of Surabaya"， in 

H. Dick， J.J .Fox and J .Mackie (eds.) ， Balanced 

Development， East Java in the New Order， 

Oxford University Press， 1993. 

4) Biro Pusat Statistik， Statistik Indoinesia 1995. 
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表 1 スラバヤ都市圏とジャカルタ首都圏の基礎指標比較 (1995年)

都市人口比
両学歴者(両 製造業の労 投資総額(認可ベース)

人 口
(%) 
卒以上)の 労働力人口 働力人口比

(10園0万内ル投ピ資ア)
外国投資

人口比(%) (%) C1000USドル〕
スラノミヤ都市圏

スラノてヤ 2，694，554 98.9 32.7 1，145，020 23.4 1，424，117 573，537 

グレシック 914，838 34.6 16.1 397，185 29.9 1，811，027 2，126，687 

モジョクルト 935，569 43.9 11.7 424，289 30.7 10，560 59，050 

シドアルジョ 1，347，674 67.3 27.3 461，473 39.4 1，230，875 170，669 

1仁ゴA 三ロiト 5，892，635 (72.9) (25.9) 2，427，967 (29.3) 4，476，579 2，929，943 

ジャカルタ首都圏

ジャカノレタ 9，112，652 n.a. 36.6 3，222，288 17.7 10，228，674 1，918，702 

ボゴール 4，700，309 n.a 20.8 1，601，430 22.6 n.a n.a. 

タンゲラン 3，589，318 n.a 22.7 1，191，167 28.8 n.a n.a. 

ブカシ 2，757，276 n.a 27.8 928，941 26.8 n.a. n.a. 

メ仁〉コ、 三ロートi 20，159，555 (82.6) (29.4) 6，943，826 (22.0) n.a n.a 
L一一

(出典)Biro Pusat Statistik， Penduduk Jawa Timur 1995， Penduduk Jakarta 1995， Penduduk Jawa Barat 1995， 
Kantor Statistik Propinsi DKI Jakarta， Jakarta Dalam Angka 1996， Kantor Statistik Propinsi Jawa 

Timur， Jawa Timur Dalam Angka 1995，より作成。

比でスラパヤ都市圏の概要を示しておこう。ス

ラパヤ都市圏の人口は 1980年の 437万人から

1995年には589万人に増加し，首都圏のおよそ

3割の規模に達している。圏内の都市人口比は，

1980年の48.9%から1995年の72.9%に急上昇し

ている。産業別に見た製造業の労働力人口比

(1995年)は，シドアルジョ (39.4%)，モジョ

クルト (30.7%)， グレシック (29.9%) の順

で高く，スラパヤに隣接するこの3県の製造業

労働力比は，首都圏1州3県のそれをいずれも

上回っている。しかも， この都市圏の工業化は，

スラパヤから近隣諸県に急速に伸張しつつある。

スラパヤでは，ルンクット工業団地がすでに

飽和状態であり，県内南西部のカランピラン，

北西部のタンデスは工業地帯としてまだ開発の

余地を残しているが，工業団地はむしろグレシッ

クやシドアルジョに展開している。州、|別の外国

投資累計 (1967年~1997年上期，認可ベース)

を見ても，スラパヤ都市圏を擁する東部ジャワ

が270億usドルで，西部ジャワに次いで全国
第 2位(ジャカルタが第3位)，同時期の国内

投資累計でも西部ジャワ， ジャカルタに次いで

第 3 位 (57~包ルピア〕となっている九スラパ

ヤ都市圏内では， ここ数年，やはりグレシック，

シドアルジョへの内外投資が顕著である。

このように，スラパヤ都市圏はスラパヤを地

方のセンターとして近隣の3県に都市化が拡大

し，高学歴者比率や製造業労働者比率ではジャ

カルタ首都圏に伍する勢いであり，地方の大都

市圏を形成しつつあると言えよう。

2 スラパヤ都市圏の開発

次にスラパヤ都市圏の労働力人口と内外投資

の概要を見ておく。

まず表 2は，スラパヤ都市圏の人口推移を

1980年と1995年(最新データ)で比較している。

スラパヤでは既に1980年段階で高い都市人口比

率 (86.0%)に達しているが，この15年間では

シドアルジョ，モジョクルト，グレシックの近

隣3県で都市部への急激な人口集中が特徴的で

ある。その中でもシドアルジョの都市化は驚異

的ともいえる速度であり， 1980年の都市人口比

21.7%が1995年には72.9%に達しており，スラ

5) Badan Koordinasi Peneneman Model (BKPM)， 

Statistik Investasi， S/D 30 Juni 1997 
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表2 スラバヤ都市圏の人口推移 (1980ー1995年)

1980年 1995年

農 村 都 市 メ口弘、 計 % 農 村 都 市 メEミコ、 言十 % 

スラパヤ 280，508 1，730，019 2，010，527 46.0 30.734 2，663，820 2，694，554 45.7 

(%) (14.0) (86.0) (100) (1.1) (98.9) (100) 

グレシック 625，131 103，437 728，568 16.7 598，080 316，758 914，838 15.5 

(%) (85，8) (14.2) (100) (65.4) (34.6) (100) 

モジョクルト 657，699 116，355 774，054 17.7 525，155 410，414 935，569 15.9 

(%) (85.0) (15.0) (100) (56.1) (43.9) (100) 

シドアルジョ 668，336 185，354 853，690 19.5 441，032 906.642 1，347，674 22.9 

(%) (78.3) (21. 7) (100) (32.7) (67.3) (100) 

メに当コ、 百十 2，231，674 2，135，165 4，366，839 100 1，595，011 4，297，634 5，892，645 100 

(%) (51.1) (48.9) (100) (27.1) (72.9) (100) 

東ジャワ州全体 23，448，517 5，720，487 29，169，004 22，993，602 10，850，400 33，844，002 

(%) (80.4) (19.6) (100) (67.9) (32.1) (100) 

(出典)Biro Pusat Statistik， Penduduk Jawa Timur， 1980， 1995，より作成。

表3 スラバヤ都市圏の産業別労働力(就労者)人口推移 (1990-1995年、%)

スラノ《ヤ グレシック モジョクル卜 シドアノレジョ

1990年(%)1995年(%)1990年(%)1995年(%)1990年(%)1995年(%)1990年(%)1995年(%)

農 林 漁 業 1.9 0.7 40.7 26.8 36.5 27.3 18.5 9.9 

鉱 業 0.4 0.7 0.9 2.7 0.7 0.4 0.1 

製 1P旦K 業 21.2 23.4 22.3 29.9 19.2 30.7 32.3 39.4 

電気・ガス・水道 0.8 1.0 0.2 0.1 0.2 。目2 0.4 0.9 

建 設 業 6.1 4.5 3.4 5.0 3.9 5.0 5.1 5.1 

商 業 24.3 33.6 15.9 20.6 17.2 18.0 18.0 19.5 

運輸・ 通信 8.4 8.1 4.5 3.8 5目5 6.8 5.7 4.8 

金融・保険・不動産 3.2 1.8 0.4 0.5 0.7 1.0 1.8 

サービス業 33.6 26.9 11.0 12.8 13.4 10.7 17.5 18.5 

そ の 他 0.2 。目l 0.2 

労働力人口 933，488 1，145，020 371，343 397，185 380，644 424，289 461，473 600，012 

〔出典)Biro Pusat Statistik， Penduduk Java Timur， 1990，1995，より作成。

表4 スラバヤ都市圏の学歴別人口構成 (1980-1995年)

スラノゼfヤ グレシック モジョク Jレト シドアノレジョ

最終学歴
1980年(%)1995年(%)1980年(%)1995年(%)1980年(%)1995年(%)1980年(%)1995年(%)

小学校未修了 34.6 23.9 62.4 35.6 61.9 41.4 55.5 22.8 
弓A主ニ之. 校 卒 30.2 25.0 27.3 32.5 26.4 33.1 30.2 30.3 

中学普通科卒 14.8 17.1 5.0 13.3 5.8 13.1 7.1 18.5 

中学職業科卒 4.4 1.1 0.1 0.7 1.4 0.9 1.8 1.4 

高校普通科卒 9.1 18.5 1.9 10.9 1.2 5.8 1.9 15.1 

高校職業科卒 6.2 8.6 2.2 4.3 2.8 4.7 3.2 7.9 

短大専門学校卒 1.2 1.7 0.1 0.2 0.2 0.6 0.2 1.2 

大 品子主L 卒 1.0 3.9 。目1 0.7 0.2 0.6 0.1 2.8 

10歳以上人口 1，277 ，369 2，266，410 371 ，351 738，699 434，512 757，102 514，341 1，119，554 

(出典)Biro Pusat Statistik， Penduduk Jawa Timur， 1980，1995，より作成。
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パヤ都市圏の郊外都市化を牽引している。また

1995年データによれば，東部ジャワ州の都市人

口比率 (32.1%) に対して，同州内でもスラパ

ヤ都市圏の突出した都市人口比率 (72.9%) は

明瞭であろう。

次に表3は，スラパヤ都市圏の産業別労働力

人口の推移である。やはりシドアルジョ，モジョ

ケルト，グレシックの郊外3県で，農(林漁)

業人口の急減，他方で製造業の伸張が著しい。

注目すべきは，この 3県ではいずれも製造業の

就業者比率がスラパヤを凌駕していることであ

る。とりわけシドアルジョにおいて製造業就業

者の比率が高いことは，前述の急激な都市化と

対応していよう。言うまでもなく，これらの事

態はスラパヤから郊外3県への製造業基地の移

転が進展してことを示している。スラパヤの都

市中枢機能と，生産基地の郊外化の運動が始まっ

ているとみてよい。

ジャカルタ首都圏の労働市場分析でも強調し

たように，都市労働市場の階層性を見るうえで，

学歴は極めて重要なファクターである O そこで

表 4に，スラパヤ都市圏の学歴別人口構成を示

している。高学歴化を示す高卒以上の人口比は，

スラパヤでは1995年に32.7%に達しており， こ

れは首都ジャカルタの水準 (36.6%) に接近し

ている。隣接3県では， とくにシドアルジョ

(1980年の5.4%が1995年には27.0%)，グレシッ

ク 0980年の4.3%が1995年には16.1%) が顕

著であり，これも前述の都市化と製造業シフト

に相関している。また同表によれば，都市圏全

表5 スラパヤ都市圏の投資(認可ベース)

圏内投資 外国投資

1994年 1995年 1994年 1995年

プクロト件ジ数ェ u投00万資R額EJ プクロト件ジ数ェ (1投00万資R額P.) フク ロト件ジ数ェ (10投oou資S額ドル)プロ件ジ数ェクト (10投oou資S額ドル)
スラパヤ 30 1，802，679 25 1，424，117 24 264.163 32 573，537 

グレシック 20 1，069.046 12 1，811，027 4 711，840 9 2，126，687 

モジョクノレト 10 806.293 2 10，560 7 15，361 9 59，050 

シドアルジョ 23 3，435，287 13 1.230，875 5 141，062 8 170，669 

メ仁2ヨh 計 83 7，113，305 52 4，476，579 40 1，132，426 58 2，929，943 

東部ジャワ全体 117 9，623，908 79 5，814.810 56 6.771，488 84 10，710，181 

(出典)Kantor Statistik Propinsi Jawa Timur， Jawa Timur dalam Angka 1995，より作成。

表6 東部ジャワ・主要産業別投資(認可ベース)

国内投資 外国投資

1994年 1995年 1994年 1995年

プクロト件ジ数ェ (1投007資干R額P.) フクョロト件ジ数ェ (1投00万資R額P.) プクロト件ジ数ェ (1投ooou資S額ト.ル)プクロト件ジ数ェ (1投ooou資S額ドル)
食 ロEコロ 7 496，945 11 422，630 10 191，003 8 224，227 

繊 維 10 204，133 3 162，767 3 26，672 5 44，086 

製 市氏 5 2，314，012 7 1，971，623 2 5，398 

化 A寸主ニらー 24 720，687 14 1，196，396 9 4，690，332 20 7，707，420 

金属製品 17 444，849 12 647，869 9 91，328 11 180，423 

住 宅 11 2，270，266 154，755 1 19，400 4 126，952 

サー ビス 3 145，287 4 99，811 7 962，682 20 2，148，457 

東部ジャワ全体 117 9，623，908 79 5，823，590 56 6，771，488 84 10，710，181 

(出典)Kantor Statistik Propinsi Jawa Timur， Jawa Timur dalam Angka 1995，より作成。
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体で中学・諮絞の進学率の上弊が高学歴イヒを押

し上げていることは明らかであり，

高学費菱化が進展することは撰いない。

5にスラパヤ都市鶴の菌舟・外隠投資，ま

6には東部ジャワの主要産業l.PJI週内・外語

投資について， 1994年と1995塁手のデータを掲げ

たc 投資は年度によってばらつきが大きいが，

ると， 1995年の国内投資ではスラパ

みで東部ジャワ州全体の77.0%，外

は27.4%ぞ占めており，限年は国内投

スラパヤ都市開への集中が特接的であった。

一方業種別では，盟内投資の製紙化学，

は化学，サービスな

が相次いでおり，製議業部門の開発とともに，

・サーどスなど都市インフラの獲備が開時

に進展しているちのと考えられる。

以上のマクロデータによると，スラパヤ圏の

都市北と隣接3県への製造議シフト，

口の高学童主化と階層化，経擦な内外投資が議設

され， これらの事実から当地が地方開発の拠点

のひとつとなり，都市労働市場が急拡大してい

ることを窺わぜ胞でいる。

豆 大規模企業の事例

1 識査企業の概繋

本節では，議資企業5社の事関分析によって，

スラパヤ首都簡の労欝市場とその詮譲賠!習の諸

特教に接近してみる。

まず表?に調査企業5主主の概要を示した。 5

とも廷業員100人以上の企業であり， この国

の中央統計患の分類では大規模:企業に属してい

る。したがって，以下は地方都市醸の上級労働

市場に関する分析ということになる。 S社， T

社， U設が日系合弁であり，企業戦略の異なる

日系3社を選択した。この3社の現地側パート

ナ…は，いずれも楽人資本家〈地方財務〉であ

る。一方， v社とw社は現地筆入資本100%の
企業であり，現地企業の1がから地元の有力企業

と り上げた。工場の所在地は，ス

ラパヤ 3社， シドアルジ謂と夕、、レシ ';Jクが各1

あり，スラパヤ銀内と近郊の工築地帯に立

している。議議繋を詔収できた労動者数は，

諮討で181人であるO 以下に，インタビュー

査から得られた各社の情報を補足的に紹介して

表7 スラパヤ都市密の大規模企業5粧の滋婆

S社 つ仁社 ロネ士 vt土 1干宇土

襲撃 穣 金属 化学 自動車苦E品 室長室毒 守セラミック

企業別 日系合弁 日系合弁 日系合弁 華人系 望書人系

設立年 ゆき急浮 1989年 1992年 1972年 1990年

工場所夜泌 シドアルジ 3 スうノ、tヤ スラノ《ヤ スラノゼヤ 夕、レシック

資本金(1鈴6年〉 275万ドル 20571ドル 40071ドル 55議室ノレピア 2億4000万ノレピア

i出資比率
日本銀IJ 75% 50% 61% 

現地仮IJ 25% 50% 39% 100% 100% 

(重奏人〉 (家人〉 (華人〉 (華人) (薬人)

主要害製品 l ステンレス ガラス加工52 自動車部品 スチール 塗.15まタイル

ノマイブ バイプ

交iニ客員(1996年) 260議室ノレピア 771きまノレピア 1104襲撃Jvどア 300緩んどア 42後Jv/:::.ア

員長予言先 圏内 80% ち% 50% 告8% 100% 

輸出 20% 告主% 50% 2% 

従業員(1997まわ 104 163 269 308 115 

調査票E主総数 4号 50 47 15 20 

(出典〉然有毒毒査(1997王手7-8)'1)
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おく。

S社。 1989年に日本の大手製鉄企業の系列会

社(本社は大阪)が，現地スラパヤを本拠とす

る地方華人財閥と組んでシドアルジョ県に設立

した。椅子，水道管，建築資材などに使用する

ステンレスのスチールパイプを製造している。

園内市場向け販売が8割を占めるが，残り 2割

の輸出はその95%が日本向け逆輸出である。部

品・原材料は日本の親会社とフィンランドから

5割づ、つ調達しており，まだ現地調達できる体

制にはなし、。日本人スタッフによれば， シドア

ルジョへの進出は，低地価(1平米あたりジヤ

ボタベックの50~90 ドルに対して，シドアルジョ

は20~25 ドル)，インフラ整備(高速道路網と

スラパヤ港の拡充)，低賃金が主要因であるが，

スラパヤが全国的にみて交通の要衝であり，今

後の東インドネシア諸島の市場開拓まで視野に

入れていると言う。

T社。スラパヤ県内のルンクット工業団地に

隣接する工場用地を確保して， 1989年に設立さ

れたガラス組立加工の日系企業である。同社の

スラパヤ進出には次のような事情がある。日本

国内で親会社がガラス材料の供給を受けている

大手ガラスメーカーが， 1972年にスラパヤに進

出し，現地でガラスの加工販売を手掛ける華人

系メーカーと合弁企業を設立していた。この先

行進出企業からガラス材料の供給が受けられる

強みを生かしなおかっ安い人件費と安い地価

で広大な工場敷地の確保が見込めたことがスラ

パヤ進出の動機となった。合弁相手は， 1972年

進出の大手ガラスメーカーと同じ華人系企業で

ある。日本人スタッフによれば，日本国内にお

けるコスト上昇で， これ以上日本国内での規模

拡大は無理と判断し，組立工程の80%はインド

ネシアに移転したという。今では研究開発部門

を日本に残すつつ，製品の90%を日本に逆輸出

し，日本国内の需要に応じている O 今後は，生

産シフトの拡大，生産品目の多角化を図りつつ，

輸出拠点としての一層の充実をめざすという。

U社。 1980年代末からスラパヤ県内の北西部

に開発されたタンデス工業地帯に1992年5月に

進出した。タンデスには，韓国系資本や台湾系

資本の工場が多く，日系は少数派である。タン

デスへの進出は，ある日本商社が仲介した現地

側パートナー(華人系)の拠点がスラパヤであ

り，タンデスに工場用地が用意されたことによ

る。日本側企業は，自動車部品製造企業にクラッ

チ・フェーシングを供給する 2次部品メーカー

であるが，日本国内では特定の大手自動車メー

カーの系列下にはなく，いわば独立系である。

1980年代末から海外展開を始め， 89年タイ， 92 

年インドネシア， 95年中国の上海， 96年韓国に

進出している(日本国内では 8工場で従業員

1600人)。インドネシアでは，同社が生産部門

を担当し，パートナーの華人企業が現地園内販

売を担当しているが，現地国内の供給先は主に

ジャカルタ首都圏の日系部品メーカーである。

日系の大手自動車メーカーのアジアシフト→部

品メーカーのアジアシフト→部品の素材供給メー

カーのアジアシフト，という連鎖の一環とみて

よい。日本人スタッフによれば， I日本の国内

生産は，現状維持がせいぜいで， これ以上の規

模拡大はあり得ない」と言う。日本の親会社の

輸出部門を肩代わりする戦略であり，海外(第

3国)向けはアジア生産基地から輸出をめざし

ている。 96年の実績では海外販売が50%を占め，

タイ11%，アメリカ10%，パナマ5%などとなっ

ている。

V社。スラパヤ県南西部のカランピラン工場

地帯に立地する華人系企業である。 1972年の設

立から1980年代末までは日本の鉄鋼メーカーお

よび大手日本商社と合弁形態で経営されていた

が， 1990年から現地華人資本100%の企業となっ

た。華人の取締役を筆頭に，経営もすべて現地

人に移譲されている。 1980年代までは原材料を

日本から調達していたが， 日本国内の鉄鋼不況

から輸入鋼材が途絶え， 日本のメーカー・商社

は撤退した。現在は，原材料もすべて現地園内

から調達し，製品も98%が現地国内市場向けで

ある。 1980年代以前の詳しいデータが得られな
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かったので，技術移転・研究鍔発で臼本がどの 造不挺業種の海外移転，製品の議総出戦略，ア

程度費献したことになるのか判断できないが， ジア輸出基地化，現地華人企業の地方工業団地

日本人技術者1名がアドバイザーとし 進出など，この留の外資系，民族系企業双方の

て生政管惑に協力してい

w柱。 1990年にシドアルジョ県のドリヨレジョ
CDriyorejo)工業開地(1989年開設〉に設立さ

るo この工業関地の地価は，

スラパヤと比較しでもs分の 1~10分の l の抵

簸格であり，現地資本の企業も多数人脅してい

るO 商社の経営者比福建出身の中密人であり，

1980年にマレーシアから移住L，1983年にさ当地

で親族と共同経営のタイル工場そ役立した。そ

の後， 1989年に独立してi翻人経営の時社を役立

している。原材料は地えで調達し，国内販売の

みそ手掛けており，現地では中壌の華人企業で

ある。

5社をみると，日本罷内の構

表s スラパヤ都市閣の火線模企業;綴位別労畿者機成

汁
)
士
一

マ
一
滋
一
L
j

ア
;
{
克
一
雪
量

オ

剛

一

~ν

け
ド
一
ム
ロ

出
回
対
主

zr
一

睡
輪
本
総
一

経営戦略の一端を反映していると言えようO

2 内部労働市場と

次に企業内部の労働市場，労働者のキャりア

パターン，給源階層のIf[買に検討を加える。ま

表8に識位別芳働者構成号告示している。企業に

よっては非常に複雑な職位構成をとっているも

のもあるが， ここでは議者の判断で需哀のよう

な6欝層の職住区分iこ再構成している。労働者

は，各職階ごとに縮かく医分注れたi階梯を熟練

度と勤務評価によって昇進することになる。日

系企業では，現地人波締役は現地制出資者が名

日的に名を連ねている場合がほとんどで，

的な経嘗・生蔑管理はすべて臼本側に任され

女性

(出典〉籍者調主筆 (1997年 7-8月〉

表9 スラパヤ都市重患の大規模企業:労働者の学意義務i綾成

五丁1i

(出炭)筆者綴資 (1997年 7-8 J号〉



下のゆ・低学艦者の構成比も比較的高いが，

体的には高卒以上の高学壁者が81.9%安占める。

とくに高感クラスが本工採用の中心であり， 5 

社合計の75.3%をおめている。仁村卒・高卒のブ

lレーカラーは，勤続年数，熟練度，就労;意欲な

どの人事考課によって弊進するが，昇還の上F震

は職長クラスまでが原則である。これに対して，

・専門学校。大半の高学腔者は，人職時か

ら事務議に就いて管斑識技補となる。こ

は，筆者が別の機会に分析したジャカルタ

関の大手企業と同様に，学歴による内部労働市

場の分節性が明擦である O

く企業内の職黙と担当する職域の

格差は，議金格差にも明瞭にN.壊する。表10は

職位JJIJの不均賞金を示している。この点につい

しいデ…タが得られたのはU社とW社

のみであるが，取続投と本工ではむ社で印刷音，

W社で13.6借，管理職と本支マはU全1:で9.4ffi.

W社で4.61告となっている。大震境な日

ほど賃金格差も大きく，金業内の労働力の序列

化も顕著:となっているようで応る。このように，

職位と質金の相関が強く， しかも工場労働と事

務醸のそれぞれに別綴の年功釣な職場秩序を議

持しようとする労務管理は，

ほぼ共通していた。

表11の労働者の入職方誌を昆ると，入職時の

求人情報源としては，親族情報・知人構報など，

縁故に依存した情報収集が一接的である。上級

の労働市場と議えども，職業安定訴・新館求人・

33(245) 宮本地方都市磁の関発と労働市場
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安11人情報 J

1新聞求人

i 職業者否定所

学校求人

の他

人職情報

ている。本工以上が正規の労働者であり， T社，
V社， W社にみられる議時・見習工は，工場内

の較作業や議識を行う短期麗期の労働省であり，

身分は極めて不安主主であるO

工場労働者(ブルーカラ…〉と事務職(ホワ

イトカラー〉では人職口が学歴によって区分さ

れているので，次の表9で学療別の労働者構成

を見ておく。現地企業のV社， W社では中卒以

% 

1 

8 

40 
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3 

スラパヤ都市蜜の大規模企業:労働者の出身地別構成
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V社

1 
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18 
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じ全土
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表12

2 

1 

301 

(i:!:l興)筆義務まま(19告7年 7-8 J守〉

158 100 
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学校求人などへの依存度が低いのは，スラパヤ

都市圏に限らず， この国の一般的特徴と言って

よい。求職者は自己に適合的な業種・職種を選

択するのではなく，学歴に見合った安定的な職

場を優先する傾向が強い。適正な職業選択が制

度的に保証されていないこの国では，縁故に依

存して労働市場へ参入せざるを得ない。この点

が，次にみる転職率の高さにも関連しているよ

うである。

労働者のキャリアパターンを表12，表13，表

14によって見てみる。表12は労働者の出身地別

構成である O 地元であるジャワ東部の出身が圧

倒的に多く，この点はジャカルタ首都圏がジャ

ワ西部・中部を中心に全国から労働力を吸収し

ているのとは対照的である。調査票を回収した

労働者181人のうち125人が転職経験を持ってお

り，その前職勤務地のデータが表13である。同

表によれば，この125人の前職勤務地は地元の

東部ジャワに集中しており，スラパヤ首都圏で

就労する労働者は，地元内部で就労経験を積ん

でいる。また，表14から，転職経験者の前職で

は，工場労働者と事務職の合計が6割以上に達

しており，地元都市部での第2次・第3次産業

の就労経験者が過半を占めている(表14では，

家事補助を除いて転職経験者の有効回答は106

人である)。新規労働力の調査企業への直接的

な参入者は，おそらく少数派であろう。ただし，

地元の労働者で域外に流出する者も多く，東部

表13 スラパヤ都市圏の大規模企業:

労働者の前職勤務地

労働者数 構成比(%)

ジャカ lレタ 3 2.4 

ジャワ西部 2 1.6 

ジャワ中部 3 2.4 

ジャワ東部 114 91.2 

ス マ ト 7 

カリマンタン 2 1.6 

スラウェシ

そ の 他 1 0.8 

メ仁bゴh 計 125 100 

(出典)筆者調査 (1997年 7-8月)

表14 スラパヤ都市圏の大規模企業:

労働者の前職

労働者数 構成比(%)

家業補 助 34 24.3 

農業経 円呂 0.7 

農業労働者 2 1.4 

工場労働者 62 44.3 

事 務 職 23 16.4 

職 人 3 2.1 

蕗 人 3 2.1 

自 営 業 7 5.0 

公務員(行政職〕 1 0.7 

軍 人 3 2.1 

教 員 1 0.7 

メE〉コ、 言十 140 100 

(出典)筆者調査(1997年 7-8月)

表15 スラバヤ都市圏の大規模企業:

出身世帯の職業構成

労働者数 構成比(%)

農業経 円邑 37 22.0 

農業労働者 27 16.1 

工場労働者 9 5.4 

事 務 職 5 3.0 

職 人 0.6 

商 人 15 8.9 

自 円邑 業 19 11.3 

公務員(行政職) 21 12目5

軍 人 16 9.5 

教 貝 6 3.6 

そ の 他 12 7.1 

ぷ仁〉3、 計 168 100 

(出典)筆者調査(1997年 7-8月)

ジャワ出身者のジャカルタ首都圏や観光地パリ

島への出稼ぎ流出は広く知られている。したがっ

て，上のデータは域外からの参入者が極めて少

ないことを示しているのであって，当地からの

域外流出を否定するものではない。

最後に労働者の給源階層に言及しておこう。

表15に労働者の出身世帯の職業構成を示してい

る。農業経営，農業労働者の合計が38.1%を占

め，前掲表12と合わせみると，東部ジャワ近郊

農村の過剰労働力が主な供給源であることは明



薄のうち，藤村雑業世帯や下機農家が65.3%で

過半を占め，中・とi畜世帯の比察は34.7%でそ

れほど高くない。 ζれは，嬰らかにジャカルタ

首都醸の大手企業の捌査結果とは異なる特徴を

している。つまり，首都圏では地方の中・上

!謹農家の子第が語学壁を得て首都躍の上級労働

市場に参入する額向が強く見られた。これ

して，スラパヤ都市鶴では地元の農村部品身

者が圧倒鈴多数であり， しかもct.

けでなく下層農家も重要な給源鞍離となってい

るのである。このことから，下層農家の出身者

も含めて，中等・高等教育委修了すれば地元の

上級労働市場に参入する袈件を備えることにな

るO

議村過剰人口が依然として都市労働市場の重

姿な給掘であることに変わりないが，詰都圏と

の比較では，給源階j蓄の講成的低差異にも

しておきたい。閉じ農村部のよ轡虫帯出身で

くもっているようで

あるが，地方都市舗の上級労働市場に参入する

農村出身者は，今のところ全階層的ですらある。

むしろ呉体的な就労の決定は，知的熟練の達成

度や縁故関誌の如向に強く依存しているように

みえる。しかし，地方都市開の労働市場が…鰭

拡大すれば，労働力者寄繋のあり方も徐々に変化

するであろうし，労働力構成のー騰の高度化と

序列記が進罷することも予想されるところであ

る。
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表16 スそうバヤ都市圏の大淡緩会重量宅

出身世帯の土地所有線後

構成比(%)労豪語滋数

52.8 
12.5 
11.1 

11.1 

8.3 
4.2 

S
Q
U
8
8
5
3
 

QU 

19吉宮.12

lむ072 計A. 
じニ3

慰安である。…方，広義の公務員世帯〈行政職十

軍人十数民)をとると25.69治安占めており， こ

れが農家出身者に続いている。これは，

の労働者笹帯からも上級労働市場にその子弟が

していること告示すものである。ジャカル

タ首都圏ほど明瞭ではないものの，労働者世帯

の再生議が徐々に進麗しつつあり，都市イとのj波

ら労働者世帯への給源階層のシフトを

dせる。

農村出身者の潜鑓構成与を知るために，表16に

出身世帯の土地所脊議摸を集計している。すで

に針葉6)で指摘したようにジャワ農村の

構成は，大ざっぱな区分であるが各種の農村議

るとおよそ以下むようにみることが

できる。すなわち，経鷲規模(あるいは所有規

O.25ha以下が農村雑業罵， O.25~O.5ha が

家族労銘力中心の農業経営で再生産可能な下媛

農家， 1 ha以上層が常藤や小作農を抱える中・

1 ha以上層が最よ謹農家である01993

ンサスによれば，東部ジャワ介!の農家

では，経営競模0.25ha以下が 45.3%，

O.25~0.5ha が 26.9% ， 0.5~ 1 haが18.3%，

1 ha訣上溺が9.6%となっている~そこ

ると，出身世帯が農業経営〈専業，

していると患われる72世

(出典〉筆者錦変 (1997"平 7~8 月〉。

1990年代の開発工業化は，首都樹ばかりでな

く，インフうと情報ネットワークの拡充によっ

て地方都市議話にまで波及した。小識は，インド

ネシア第2の地方都市であるスラパヤ

労働市場に関する試識である。地方行政当務の

ランに関する議料は得られなかったが，

マクロの統計デ…タとミクロの調資企業データ

によって，地方都市富における労鶴市場の今日

的特徴の一端は明らかにしえたと思われる。

おわりに

6 )前掲主主総?ジャカノレタ首都療の労働市場と日系企業Jo

7) Biro PU告atStatistik， Sensus Perも品目ian1993， Seri 
B1 
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人口の都市部への集中と高学歴化，郊外3県

への製造業シフトと内外投資，これらの指標を

みると，スラパヤが近隣3県を包摂して都市圏

化することで，地方開発の拠点のひとつとなっ

ていることは疑いない。

企業の事例分析から得られる地方都市圏の上

級労働市場の特徴を整理すれば，第ーに，内部

労働市場の分節化と労働力の序列化が， ジャカ

ルタ首都圏ほど顕著ではないにせよ，首都圏と

共通した性格をもって顕在化しつつあることで

ある O 第二に，調査企業ではほぼ共通して，分

節化した内部労働市場において年功的な職場秩

序を維持しようとしているが，労働者の転職率

の高さからみて，かかる労務管理が必ずしも定

着していないことである。第三に，現時点での

地方都市圏では，地元周辺農村の過剰労働力が

主要な給源となっており， しかも圏内都市部で

の就労経験者が多数を占めていることである。

そこでは中等・高等教育の修了者であれば，下

層世帯の出身者も含めて地元の上級労働市場に

参入しうることを示している。この点では，上

層世帯出身の高学歴者が首都圏志向を強くもつ

のとは対照的であろう。なお給源階層について

付言すれば，公務員世帯のような労働者世帯か

らの輩出も一定の構成的比重を示しており，都

市部における労働者世帯の再生産も始まってい

るとみてよい。これは首都圏と共通した特徴で

あり，都市化の進展によって，今後は労働市場

と労働力の序列化が一層顕在化することも予想

される。

小論では，スラパヤ都市圏の労働市場の成長

を， ジャカルタ首都圏との対比で検討してみた

が，その異同を都市開発の類型的特徴とみるべ

きか，それとも発展度の異なる段階的特徴とみ

るべきか，なお検討の余地がある。この点を解

明するには，他の地方都市圏や地方工業団地の

事例分析を重ねる必要があり，次回は， 1990年

代に集中的な開発拠点となり，東南アジアの

「成長の三角地帯Jの一環として注目されてい

るスマトラ・リアウ州のパタム島工業団地の事

例分析を試みる予定である。


